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校長 西崎 寛己 2月4日は立春ですので前日の3日が節分となります。学校では節分集会などの季節の行事を大切にして

児童生徒会主体で集会を行っています。今年は２月１日に集会を行いました。

豆まきの前に玄関前に全員で集合し 節分や豆まきについて司会の児童から説明を受けました そして 鬼， 。 「

２０１７年が幕を開け、３学期のスタートから約２週間が経ちました。遅ればせながらですが、保護者・ は外，福は内」のかけ声を全員で練習した後，それぞれ自分の教室で豆まきを行いました。鬼に扮した先生

地域の皆様、あけましておめでとうございます。今年も本校の教育推進に対し、ご理解・ご支援いただきま 方は子どもたちの元気なかけ声とまかれた豆に退治されて教室の外へと出て行きました。

すようお願い申し上げます。 これからの１年間，江丹別小中学校にはきっとたくさんの福が訪れることでしょう。

さて、受験シーズンへの突入に合わせたかのように、１月からＴＶドラマ『下克上受験』という番組が放

映されています。ストーリーは実話であり、中卒の父と偏差値４１の娘が、進学塾に行かず親が家庭で教え

る「親塾」で最難関の私立中学受験を目指すというものです。実際の父親である桜井信一さんは自分の経験

を本に書き、自費出版を行ったところ、今では話題の書籍となり売り上げを伸ばしているようです。

２年前には、学年ビリのギャルが１年で偏差値を４０上げて慶應大学に現役合格したという映画『ビリギ

ャル』が大ヒットしました。

この２つのストーリーに共通していることは、学習が苦手な子どもでも「頑張れば夢が叶う」姿と、我が

子の学力向上のために親が必死に努力している姿である。これらのＴＶ／映画を観て 『自信と勇気』をも、

らったという子どもたちも少なくないのではないでしょうか。

『下克上受験』の父親のモデル：桜井信一さんは、自身のブログに「中卒ということで人からバカにされ

ること以上に、誰にでもできるような仕事しか与えられなかったことが最も辛かった 」と書き込んでいま。

す。だから 「娘には人に役に立つ仕事についてほしい 」という強い願いが親塾につながったとも書いて、 。

います。

ＴＶドラマを数回視聴しただけですが、自分の仕事を犠牲にしてまで、我が子の勉強を教えるために、自

ら学び直しを続けるひたむきな父親の姿を見て、私は自責の念に駆られるのでした。

私自信、教師という職業に就きながら、常に仕事最優先で３人の我が子に勉強を教えることはほとんどで

きませんでした。学級担任をしていると、連日夜遅くまで、学級の子どもたちのための教材作り、テストの

採点、学習指導案や校内研究の資料作成、公開研究会の準備など溢れ出る仕事で、あっという間に深夜の毎

日でした。

「定時で退勤し、家で我が子に勉強を教えられる時間をもてるような仕事に転職をしたい 」と真剣に考。

えたこともありました 「他人の子どものために、これだけ時間を割くことはできても、我が子には数分た。

りとも時間を割くことはできないのか 」という苛立ちと父親としての無力感に悩んだこともありました。。

、 、 、 、 、私はできませんでしたが 本校の保護者の皆様には 是非 家庭で我が子の学習の様子を眺めながら 今

子どもがどんな学習をしているのか、どれほど難しいことにチャレンジしているかを知っていただき、一言

励ましの言葉をかけていただきたいと切に願います。

子どもが学習を進める上で 『下克上受験』の父親のように、自分の隣で一緒になって問題の解き方を考、

えてくれたり、側で応援してくれる人がいることが、どれほど子どものやる気を高めることか。学習がわか

らない・できない子どもの気持ちを理解してくれる人がいることが、どれほど安心させることか。

実は、学校教育も同じではないかと思うのです。学校の先生方は、当然教える内容について、事前に教材

研究しているので簡単に説明できるのは当然のことです。しかし、一方的にすらすら説明されても理解でき

ない子どもがいることも事実です。立派な指導技術を身に付けることも大切ですが、それ以上に、子どもの

心に火をつけ 「やる気・本気にさせる」指導のほうが実は難しく、子どもの将来にとっても必要な能力を、

高めることにつながるのではないかと感じています。

教師が子ども一人一人の目線に立ち、たった１問の問題に対し、その子にあった「わからせ方」を考えな

がら、一緒に真剣に問題解決に立ち向かう姿勢が教師には必要です。

季節の行事 節分集会

【全員で記念撮影】

豆まきで自分の中のどんな「鬼」を退治

したのでしょうか 。それぞれが自分自

身を見つめ直したり，目標を持ったりす

る機会になったのではないでしょうか。

【小学２年】

２年生と担任の先

生との記念撮影。

鬼ととても仲良し

の２年生です。

【全員で練習】

節分の話を聞いた後，み

んなでかけ声の練習。

【５年生】

司会も担当した風馨さん。節分についてと

てもわかりやすく説明してくれました。笑

顔も最高です。

【中学１年】

強そうな鬼でした

が３人で協力して赤

鬼を退治できたよう

です。

【中学３年】

中３は受験を控え

ているので鬼退治

にも気合いが入っ

たことでしょう。

【中学２年】

鬼退治をしながらもカ

メラにポーズ。豆を鬼

にとられてますよ。
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＜本校 教育目標＞の

をきり く となる ども未来 拓 力 子

校訓『北 拓 』に く

ゆたかに

かしこ

たくましく
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 冬休み中の出来事などを画用紙１枚にまとめる「楽しい宿題」

は生活委員会の取組として毎回の長期休みで児童生徒そして先

生方も全員で取り組んでいます。 

 親戚の家に行ったこと，スキーに 

行ったこと，買い物したこと，おみ 

くじを引いたことなどそれぞれが思 

い思いの内容でまとめてきました。 

 充実した冬休みになっていたこと 

が写真や文章からよくわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江丹別小中学校の教育目標である「ゆたかに（豊かな心） かしこく（確

かな学力） たくましく（健やかな体）」に向かい日常的に様々な育活動を展

開しています。学級通信，ホームページでも学校の活動の様子を紹介してい

ます。保護者の方々には「保護者アンケート」としてそれらの取組を評価し

ていただいています。 

２学期の授業で取り組んだ書写や図工の作品を応募していま

した。その中で何名かの人が見事入選しました。 

○北北海道書道展 

【毛筆の部】 入選 小２ 武山 大雅さん 

           小３ 中村 深織さん 

           中２ 松井 佳映さん 

【学校奨励賞】  
作品は２月２５日２６日に文化会館展示室に展示されます。 

 

○旭川児童生徒作品展 

【入選】 小２ 武山 大雅さん 

作品は２月１６日～１９日に旭川市民文化会館展示室に展示

されます。 

 

それぞれの校内表彰は２月に行われます。 

小中併置校を生かして様々な合同学習を行って 

います。意見を発表し合ったり教え合ったりする 

ことで互いに学び合う学習を目指しています。 

これまで合同体育，合同音楽，合同道徳，合同 

外国語に取り組んできました。１月には合同書写を行いました。４人がグル

ープになり１人１文字を担当して４字熟語を完成させました。 

書く４字熟語を選ぶ相談をしたり，書き方のアドバイスをしたりするなど

互いに高め合う場面も取り入れました。２グループと 

も「日進月歩」という字を選び，何度も何度も練習し 

て自分の１枚を選びま 

した。 

それぞれの思いのこ 

もった４字熟語が完成 

しました。 

  １日（水） 卒業生を送る会 

２日（木） 委員会 

  ３日（金） ひなまつり集会 

  ９日（木） 卒業式総練習，児生会本部役員選挙 

 １０日（金） 同窓会入会式，そば打ち体験 

 １２日（日） 卒業証書授与式 

 １３日（月） 振替休業 

１４日（火） 大掃除(～24 日) 

 １６日（木） 委員会 

２１日（火） 全校給食 

２４日（金） 修了式 

1月 27日（金）に今年度第 1回目のスキー教室を実 

施しました。カムイスキーリンクスでそれぞれのスキ 

ー技術に合わせ，グループに分かれてスキーの楽しさ 

を味わったり技術向上を目指して練習したりしました。あいにく気温が高

くて雨交じりの雪が時々降る天候でしたが，子ども達は元気いっぱい北海

道の冬を楽しんでいました。 

  １日（水） 節分集会 

  ２日（木） 中１・２学力テスト，委員会 

３日（金） スキー教室（ぴっぷスキー場） 

６日（月） 教育相談（～１０日） 

  ９日（木） 小 新一年生一日入学 

 １４日（火） 参観日 

 ２０日（月） 集会（小２） 

 ２３日（木） 委員会 

 ２４日（金） ＰＴＡスキー教室（サンタプレゼントパーク） 

 ２８日（火） 中１・２学年末テスト 

小２交流学習（北野小学校） 

 

 

子ども達はスキー学習での目標を立て，目標が達 

成できるように取り組みます。一つ一つの目標を達 

成することで自信を積み重ねていって欲しいと考え 

ています。今回も玄関前に目標を掲示しています。 

本は心の栄養とよく言われます。しかし，読書の大切さを子ども達は理

解していても学習に時間をさかなければならなかったり趣味の時間を優先

したりし，読書時間がなかなかとれていないようです。少しでも読書に興

味をもったり，時間が増えたりするように学校でも本の紹介などの取組を

しています。 

楽しそうな本，「本屋大賞」にノミネートされた本などを展示したり，芥

川賞，直木賞を受賞した作家の新聞記事を掲示したりしています。 

また，合同国語の時間を設けて全員がおすすめの本をみんなに紹介し，

学校司書のアドバイスをもらいながら，学校の図書室で読んでみたい本を

選ぶ活動を計画しています。 

様々な活動を通して子ども達にさらに読書に 

親しんで欲しいと考えています。この機会にご 

家庭でもお子さんと一緒にブックトークをして 

みてはどうでしょうか。 

現在中学生は放課後に部活動をしていませんが，軽スポーツを計画して

取り組んでいます。体力向上につながる取組でもありますので，これから

は実施する回数を増やせるよう計画しています。 

今までに卓球，バドミントン，バスケットを実施してきましたが先日は

ミニバレーに取り組みました。現在中学生は男子２名女子３名。先生も加

わり男子対女子での対戦を楽しみました。「生活リズムチェックシート」の

集計結果では運動時間がなかなかとれていない状況が表れています。勉強

に時間を割く分どうしても運動時間が短くなっているようです。 

放課後の軽スポーツが運動する機会になり，進んで様々なスポーツに取

り組むようになることを期待しています。 

 


